


R8.8.1～

食　費

０円

（特養等） ３８０円

（老健・医療院等） ５５０円

５５０円

８８０円

４３０円

（特養等） ４８０円

（老健・医療院等） ５５０円

５５０円

８８０円

４３０円

（特養等） ８８０円

（老健・医療院等） １,３７０円

１,３７０円

１,３７０円

（特養等） ５３０円

(老健・医療院）
※室料を徴収する場合

(老健・医療院等）
※室料を徴収しない場合

（特養等） ９８０円

（老健・医療院等） １,４７０円

１,４７０円

１,４７０円

第
４

段
階

利用者
負担段階 対　象　者

負担限度額（日額）

部屋代

第
１
段
階

＜所得要件＞
・世帯の全員（世帯分離している配偶者を含む）が
住民税を課税されていない方で、老齢福祉年金を受
給されている方
・生活保護等を受給されている方

＜資産要件＞
・配偶者がいる方　　2,000万円以下
・配偶者がいない方　1,000万円以下

多床室

３００円

従来型個室

ユニット型準個室

ユニット型個室

第
２
段
階

＜所得要件＞
世帯の全員（世帯分離している配偶者を含む）が住
民税を課税されていない方で、課税年金収入額と非
課税年金収入額、その他の合計所得金額の合計が年
間８２万６，５００円以下の方

＜資産要件＞
・配偶者がいる方　　1,650万円以下
・配偶者がいない方　　650万円以下

多床室

施設入所
３９０円

短期利用
６００円

従来型個室

ユニット型準個室

ユニット型個室

多床室

施設入所
６８０円

短期利用
1,030円

従来型個室

ユニット型準個室

ユニット型個室

上記以外の方 負担限度額なし

【R8.8月からの改正事項】
介護保険法施行令が改正され、高額介護（予防）サービス費、介護保険負担限度額認定における年金収入等の基準所得金額が、従来の
80万9千円から８２万６，５００円へと変更されました。また、利用者負担第3段階の食費が引き上げられました。利用者負担第3段階
②については居住費の引き上げも行われます。

〈 食費・部屋代の負担軽減　対象者の判定の流れ 〉

           〈 利用者負担段階と負担限度額 〉

第
３
段
階
②

＜所得要件＞
世帯の全員（世帯分離している配偶者を含む）が住
民税を課税されていない方で、課税年金収入額と非
課税年金収入額、その他の合計所得金額の合計が年
間120万円超えの方

＜資産要件＞
・配偶者がいる方　　1,500万円以下
・配偶者がいない方　　500万円以下

多床室

施設入所
1,420円

短期利用
1,360円

５３０円

４３０円

従来型個室

ユニット型準個室

ユニット型個室

第
３
段
階
①

＜所得要件＞
世帯の全員（世帯分離している配偶者を含む）が住
民税を課税されていない方で、課税年金収入額と非
課税年金収入額、その他の合計所得金額の合計が年
間８２万６，５００円を超え120万円以下の方

＜資産要件＞
・配偶者がいる方　　1,550万円以下
・配偶者がいない方　　550万円以下

〈 所得要件 〉
世帯全員と配偶者に住民

税が課税されていない

（配偶者と世帯が違って

いても、住民税課税の場

合は対象外）

〈 資産要件 〉
預貯金等が一定額以下

配偶者がいる方は合計で

1,500万 ～ 2,000万円

配偶者がいない方は

500万 ～ 1,000万円

※詳細は下記一覧表を参照

対象外対象外

食費・部屋代の

負担軽減の対象

住民税

課税

住民税

非課税 一定額を超える

預貯金等

なし

一定額を超える

預貯金等

あり


